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当院で女性の右乳房に発生した紡錐細胞癌の１例を経‘験したので報告する。

切除腫癖は、黄色の島状の病巣が散在する灰白色充実性腫痛で，灰白色の部分は，紡錐

細胞より成る肉腫様構造が主体を占め，一部は，その中に，上皮性の部分が散在していた。

また，黄色部分は，乳管癌であった。

乳房における紡錐細胞癌は，極めて稀な疾患であるため，その治療，予後については明

確なものはないが，一般的に，通常型の乳癌とあまり変わりはないとされている。本症例

に関しても，手術後６ヵ月経過しているが再発の兆候は認められていない。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：紡錐細胞癌，いわゆる癌肉腫乳房腫癖，非定型的乳房切断術

I夜嵩および頚部リンパ節の腫大は認められなかった。

TNM分類では，T2aNoMoのStageⅡであった。術前の

一般検査では，異常所見は認められなかった。穿刺吸

引細胞診の所見では，classVで，核腫大，核クロマ

チン増量，配列不正，核大小不同などの異型を伴う

malignantcellsを認め，また，間質系のmalignant

cellsも認められsarcomaの可能性も否定できなかっ

た。超音波診断では，辺縁不整，内部構造不均一で石

灰化のある，3.0×2.2cmのMassが認められた（図１）。

ﾏﾝﾓグﾗﾌｨー では，一部microcalcificationを

はじめに

乳腺のいわゆる癌肉腫は，現在，乳癌取り扱い規約

では，紡錘細胞癌と分類され3)，極めて稀な疾患であ

り，本邦および欧米の報告例をみても数少ない。また，

組織発生,診断,予後など問題の多い疾患である｡我々

は，最近，紡錐細胞癌の１例を経,験したので，若干の

文献的考察を加え報告する。
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症例，３８歳，女性。主訴，右乳房腫痛。現病歴，平

成元年10月頃，３cm大の軟らかい腫痛を右乳房上外側

に触れるのに気付き，同年11月当科を受診，穿刺吸引

細胞診を行なった結果，classVの診断であったため，

同年１２月，手術目的で当科入院となった。既往歴では，

小児期の熱発が原因と推定されるＩＱの低下が認めら

れた。局所所見としては，右乳房Ｃ領域に3.5×3.0cm，

弾性軟，境界明瞭，表面結節性の腫痛を触知した。皮

層変化大胸筋固定，胸壁固定，乳汁異常分泌なし。
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